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アールなひりょうと、はたけものがたり～R FARM生姜ブランドの確立～

　　

産業廃棄物より製造した肥料を耕作放棄地へ活用し、地元農家

と生姜をブランド化することで循環経済を図る

    　公益財団法人静岡県産業振興財団　令和５年度  SDGs貢献企業支援事業

所在地 〒424- 0067 静岡市清水区鳥坂575 代表者 代表取締役社長 松崎 徹志 設立 １９６５年７月 資本金 30,000千円

従業員数 ４４人 事業内容 産業廃棄物処理

事業の目的

事業の概要

SDGs達成に向けての成果

R FARMにて収穫した大生姜
『しょうがの金太郎』

産業廃棄物である汚泥や動植物性残渣を有機肥料へと再利用する。また、高齢化に伴う農業従事者の減少や

肥料等の高騰による事業所周辺の耕作放棄地の増加を懸念し、製造した肥料を提供して地元農家と大生姜の

栽培を始める。今後、販路を確立することで栽培を拡大し、耕作放棄地の解消を目指す。

当社で受入している廃棄物系バイオマスから、茶畑の再生に適したバイ

オマス肥料「かんとりースーパー静岡」を製造し、静岡県中部地区におい

て荒廃農地となっている茶畑跡地の再生・開墾を行った圃場で、地元農

家が「かんとりースーパー静岡」を使用し、生姜を約300㎏栽培・収獲した。

収獲した生姜を当社が買い取り、生姜ジェラートを試作した。また、R

FARMプロジェクトの専用サイト（プロジェクトサイト・ECサイト）を開設し、

「かんとりースーパー静岡」を使用し栽培された生姜を活用した商品を販

売するための新たな販路を構築した。

本来ごみとして捨てられた汚泥（下水汚泥、食品工場排水汚泥）・動植物

性残渣（食品カットくず等）を有機肥料として再利用することで、地域内の

資源循環を実現した。また、耕作放棄地に着目し、自社製造肥料を投与

し再生、生姜栽培への活用をすることで農業生産の増加や生態系の保

全に繋がった。さらに、商品製造過程において就労継続支援事業所へ委

託し、働き手を確保しつつ、障害を持つ人が活躍する環境を提供した。

成果からみるＳＤＧｓ達成Ｇｏａｌｓ

R FARM公式オンラインショップ

R FARMプロジェクトにより生まれた
生姜商品


